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は じ め に

1980年 代における地理情報 システムの発展には 目覚ましいものがある。これは世界的 レベル

での地理情報 システムの利用が発展 したことによるが、僅か10年余 りの現象にすぎない。地理

情報システム(GIS)と いう用語が定着 したのが、1980年 代に入 ってからであり、商用地理情

報システムソフトウェアが米国を中心に世界 レベルで拡散 したのもこの10年 間余 りの現象であ

る。この背景には、英米における国家 レベルでのGIS研 究、教育の進展およびその普及政策、

地方行政でのGIS利 用の拡大、ディジタルな空間データのイソフラス トラクチュアの整備等

がある。 ここでは、英米におけるGIS研 究史を整理 しながら1960年 代以降のGIS研 究 とその

利用の進展をまとめてみる。

1、 英米におけるGIS研 究の先駆的研究とその利用

GIS研 究 は 米 国 に お い て始 ま った 。1950年 代 の 国 防 省 のSAGEプ ロ ジ ェ ク トに よ る軍 事 的

利用 及 び研 究 が もっ と も早 い とい われ て い る。(碓 井 、1989)こ の研究 は、1960年 代 の コ ソピ ュー

タ マ ッ ピ ソ グ研 究 へ と発 展 す る が 、 本 来 の空 間 分 析 的 シ ス テ ム と して のGISの 利 用 は 、1960

年 代 中 期 か ら1970年 代 に か け て の 米 国 の 国 勢 調 査 、 資 源 、 土 地 管 理 分 野 に お い て で あ った 。

1970年 の米 国 国 勢 調査 で は位 相 構造 を有 す るDIME(DualIndependentMapEncoding)フ ァ

イ ル が 作 成 され 利 用 され た。(USBureauofCensus,1970)こ のDIM耳 フ ァイ ル は 、1967

年 に基 本 的 構 造 が 完成 した が 、1970年 セ ソ サ ス よ り実 用 化 さ れ 、1970年 に 開 催 され たDIME

フ ァイ ル の ワ ー ク シ ョ ップ で 発 表 され たADMATCH(AddressMatchingSoftware)は 、

地 方 自治体 へ のGIS導 入 の契 機 と もな った の で あ る。

1960年 代 中期 よ り始 ま る米 国統 計 局(USBureauoftheCensus)の 連 邦 政 府 に お け る 自

動 デ ー タ処 理 の 研 究 つ ま り ジ ェオ コー・デ イ ソ グ と土 地 利 用 管 理 の 自動 化 研 究 がDIMEの 基 礎

的 研 究 だ と言 わ れ て い る。GISの 萌 芽 的 研 究 は、1960年 代 よ り始 ま った ワ シ ソ トソ学 派 の計 量

革 命 の 中 でTobler,W.R.(Tobler,1959)やMarble,D.等 の地 理 学 者 た ち の 自動 地 図化 の
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研 究 や 交 通 ネ ッ トワ0ク の 研 究 、1963年 の ノー ス ウエ ス タ ソ大 学 で の フ ィ ッ シャ ー の 自動地 図

化 の研 究 が あ る。(久 保 、1989)

ま た、1960年 代 はGIS研 究 の基 礎 を 築 くい くつ か の学 会 活 動 が み られ た。1963年 にはURIS

A(UrbanandRegionalInformationSystemsAssociation)が 設 立 され都 市情 報 や地 域 情

報 シ ステ ムの研 究 が活 性 化 した。 また 、1968年 には 、 国際 地 理 学連 合(IGU)の 中 に 、地 理 デ ー

タ収 集 ・処 理 研 究 委 員 会(CommissiononGeographicalDataSensingandProcessing)

が設 立 され 、GIS用 語 を最 初 に使 用 したCGIS(CanadaGeographicInformationSystem)

の 開発 者Tomlinsonが 初 代 委 員 長 に就 任 した の で あ る。(Morrison,1991)さ らに1970年 と

1972年 に は 、 オ タ ワで 最 初 の学 術 会 議 が 開 催 さ れ 、1970年 代 のGIS研 究 発 展 へ の 布 石 と な っ

た といえ る。

GISを 利 用 した研 究 は 、1967年 よ り ミネ ソ タ大 学 で 開 発 さ れ て い た 土 地 管理 情 報 セ ソ ターL

MIC(LandManagingInformationCenter)や1965年 の ロ ッキ ー ド社 のCSIS(California

StatesInformationSustem)が あ る。(CoPPockandRhind,1991)

英 国 に お け るGIS研 究 は 、1960年 代 に始 ま るが 、 米 国 ほ ど進 展 は しな い。 地 図 編 集 者 で あ っ

たRicmoreが 、1960年 代 中期 に 自動 地 図 の オ ッ クス フ ォ ー ドシ ス テ ム を 作 成 した が 、米 国 の

よ うに そ の研 究 が 波 及 す る こ と無 く、1967年 か ら は 、NERC(NationalEnvironmental

ResearchCounci1)の 基 金 に よ りECU(ExperimentalCartographyUnion)で 地 質 図 等 を

コ ソ ピ ュー タマ ッピ ソ グで 作 成 した にす ぎな か った。 ま た 、 ス コ ッ トラ ソ ドの エ デ ィソ バ ラ大

学 の観 光 レ ク リエ ー シ ョソ研 究 室 で は 、Coppock,J.T.が 、1960年 代 の 後 半 か ら1970年 代 前

半 に か け て地 方 自治 体 の た め に簡 単 なGISを 作 成 した 。 この 研 究 成 果 か ら1969年 に は 、Caits,

G.M.が 、 コ ソ ピ ュー タマ ッピ ソ グ ソフ トLINMAPを 開 発 した の で あ る。(Rhind,1987)

2、1970年 代のGIS利 用 と研究の進展

米 国

1970年 代 は 、 地 方 自治 体 に お け るGIS試 験 運 用 が 各 地 で 行 な わ れ た 時 代 で あ り、 自治体 業

務 へ のGIS導 入 の模 索 の時 代 で もあ った 。 オ ハ イ オ 、 カ リフ ォ ル ニ ア、 コネ テ ィカ ッ ト、 メ

リー ラ ソ ド、 ミネ ソ タ、 ニ ュ0ヨ0ク 、 オ レ ゴソ州 等 米 国 にお け るGIS導 入 評 価 の高 い 州 は 、

殆 どが1970年 代 にGISを 試 験 的 に 導 入 して い る。 この よ うな全 米 へ のGIS利 用 の 水 平 的 拡 大

に は 、連 邦 政 府 機 関 のUSGS(UnitedStatesGeologicalSurvey)、USBC(UnitedStates

BureauoftheCensus)の 役 割 は 大 き い。USGSは 、1972年 よ り大 都 市 地 域 の ア トラ ス作 成

事 業 に と りか か り、35000あ る セ ソサ ス トラ ク トの デ ィ ジ タ ル マ ッピ ソ グお よび 、 自動 化 に よ

る主 題 図作 成 の省 力化 が研 究 され た。 この プ ロ ジェ ク トの一部 は 、建 築学 者 で あ った フ ィ ッシ ャー

が1965年 に設 立 した ハ ー バ ー ド大 学 の コ ソ ピ ュー タ グ ラ フ ィ ック ス空 間 分 析 研 究 所 で も行 われ

た。 この 研 究 所 で は 、 そ の後 、 ベ ク トルGISで あ るODYSSEYが 開 発 され 、1977年 に この 研

究 所 で 開 催 され た位 相 デ ー タ構 造 に つ い て の シ ソ ポ ジ ュ ー ム は 、世 界 的 なGIS研 究 の進 展 に

多 大 の 影 響 を 与 え た の で あ る。(Dutton,1978)ま た 、ODYSSEY開 発 の 研 究 者 は 、ESRI

社 やINTERGRAPH社 へ 移 籍 し、1980年 代 の 商 用GISソ フ トウ ェ ア発 展 へ と技 術 が 継 承 され

た。1970年 代 の連 邦 政 府 や 州政 府 機 関 のGIS研 究 は 、GISペ ソ ダ ー一を も育 成 した ので あ っ た 。

ESRI社 がARC/INFOの 発 売(1982年)で 世 界 的 なGISベ ソ ダ ー へ と飛 躍 した 背 景 に は 、

1973年 に 開 始 した メ リー ラ ソ ドのMAGI(MarylandAutomaticGeographicInformation

System)プ ロ ジ ェ ク トが あ る◎ この シ ス テ ム は 、 州 政 府 の 土 地 利 用 ・水 資 源 計 画 策 定 の シ ス
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テ ム で あ り、ESRI社 のGRIDソ フ トウ ェ アが 使 用 され た 。 この シス テ ム は、 メ リー ラ ソ ド大

学 の コ ソ ピ ュ ー タ を 使 用 し連 邦 政 府 のUSHUD(UnitedStatesHousingandUrban

DevelopmentSection)の 基 金 に よ り実 行 され た 産 学 共 同 の プ ロ ジ ェ ク トで あ っ た。 この シ

ス テ ム は、 全 米 に土 地 利 用 と水資 源 開 発 分野 で 広 く影 響 を与 え た。 同様 に 、 計 画 策 定 や 土 地 管

理 分 野 へ のGISの 利 用 は 、 ミネ ソ タ州 のLMIC(LandManagingInformationCenter)等

を先 例 と して 全 米 に拡 散 して い った の で あ る。LM【Cは 、1967年 よ り ミネ ソ タ大 学 で 試 験 研 究

が始 ま り、1977年 か ら は ミネ ソ タ州 のSPA(StatePlanningAgency)の も と に 開 発 され た

州 政 府 の 各 機 関 にGISサ ー ビ ス を 行 うGISの 中 心 セ ソ タ ー で も あ っ た。(Warnecke他 、

199)

一 方
、 資 源 開 発 の 分 野 で は、USGSに よる1973年 か ら始 ま っ た ラ ソ ドサ ッ トデ ー タ と空 中写

真(1:250000)を 使 用 した ベ ク トル ラ ス タ ー 変 換 を 含 む 、 ラ ス タ ー ベ ー ス のGIRAS

(GeographicInformationalRetrievalandAnalysisSystem)の 開 発 が あ る。 この シ ス テ

ムは1980年 にMOSS(MapOverlayandStatisticSystem)に 改 良 され た 。 こ のGISは 、19

80年 代 、 自然 資 源 管 理 ・開 発 ・保 全 ・公 有 地 管 理 等 の分 野 で 広 く全 米 で 利 用 さ れ る よ うに な っ

た。(Maguire他 、1991)

1970年 代 は、GIS利 用 の試 験 的 研 究 開 発 だ け で は な く、GIS利 用 の イ ソ フ ラ ス トラ クチ ャ ー

で あ るデ ィ ジ タル マ ップ の 整 備 が 進 展 した 時 代 で もあ っ た 。USGSは 、1973年 か らデ ィ ジ タル

マ ップ の作 成 を 始 め 、1977年 か らは 、NDCDB(NationalDigitalCartographicDataBase)

の大 プ ロ ジ ェ ク トが 始 ま っ た の で あ る。(Starr他 、1991)

英 国

英 国 にお いて は 、1973年 、OS(OrdnanceSurvey)は 紙 地 図 制 作 の ス ピー ドア ップ の 為 に

地 形 図 の デ ィ ジ タル 化 を始 め た が 、単 な るス パ ゲ ッテ ィタ イ プ の もの で あ っ た。1974年 か ら19

78年 に か け て は 、 ス パ ゲ ッテ ィか ら位 相 構 造 化 され た デ ィジ タル マ ップ の研 究 が 進 め られ た が

成 功 せ ず 、1970年 代 に は 、OSか らはGISに 関 す る大 プ ロ ジ ェ ク トが 提 案 され な か っ た の で あ

る。 結 局 、1970年 代 の 英 国 に お い て は 、GIS研 究 の顕 著 な 発 展 は み られ な か った 。 こ の よ うな

状 況 の 中で 、Gaita,G.M.は 、 コ ソ ピ ュー タ マ ッピ ソ グ ソ フ トCOLMAPを1973年 に 開 発 し

た 。 ス コ ッ トラ ソ ドの 開 発 局(ScottishDevelopmentDepartment)が 農 村 土 地 利 用 情 報 シ

ス テ ム(RLUIS)を 開発 し、 ス コ ッ トラ ソ ドの 森 林 委 員 会(ForestlyCommission)と 観 光

局(ScottishTouristBoards)は 、TRIP(TourismandRecleationInformation

Package)を 開 発 した 。 英 国 に お い て は 、 ス コ ッ トラ ソ ドで 小 数 の研 究 者 に よ る研 究 成 果 が み

られた もの のGIS研 究 とそ の 利 用 につ いて は 低 調 で あ った 。(Rhind,1987)

3、1980年 代以降のGIS研 究と利用の進展

米 国

1980年 代は、GIS利 用が試験的段階をへて飛躍的に拡大 した時期である。 また、GISと い う

用語が定着 したのもこの時代で、この背景にはGISに 関する学術団体が、GISと い う用語 を

使用 したこと、GISを 名称とする学術雑誌が出版 されたこと、商用GISの 利用拡大により、G

IS研 究分野、利用分野が特定されてきたことによる。米国で最 も長 くGISの 理論的技術的研

究を推進 して きたのは、国際地理学連合(1㏄)の 地理的デー タ探査と処理に関す る委員会

(CGDSP)と 都市地域情報 システム協会(URISA)で あ り、CGDSPは 、2年 毎にGISの 国
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際 会 議 を 開 催 して い た 。1982年 に は 、 米 国 測 量 ・地 図協 会 の 学 会 で あ るACSM(American

CongressonSurveyingandMappig)に 、1982年 デ ィ ジ タル 地 図 デ ー タ標 準 化 全 国 委 員 会

(NationalCommitteeonDigitalCartographicDataStandards,NCDCDS)が 設 立 され 、

地 図 協 会 の イ ニ シ ア テ ィブ の 元 にTIGERプ ロ ジ ェ ク トの骨 格 を 形 成 す る デ イ ジ タル マ ッ ピ ソ

グの 標 準 化 が 検 討 され た の で あ っ た 。(碓 井 、1994)1990年 の 国 勢 調 査 か らのTIGER

(TopologicallyIntegratedGeographicEncodingReferencing)フ ァ イ ル は 、実 用 化 され

GISの 全 米 で の利 用 を飛 躍 的 に拡 大 させ た の で あ る。

一 方ACSM内 の 測 量 協 会 で は
、 土 地 情 報 シ ステ ム(LandInformationSystem,LIS)の

分 野 を研 究 分 野 に取 り込 み 、 そ れ ぞ れ の協 会 が 出 版 す る学 術 雑 誌 にGISやLISの 用 語 が使 用

され は じめ た 。 同様 の現 象 は 、 米 国 写 真 測 量 ・ リモ ー トセ ソ シ ソ グ協 会(AmericanSociety

ofPhotogrammetryandRemoteSensing)に も起 こ り、1985年 にGIS研 究 マ ネ ー ジ メ ソ ト

委 員 会 が 設 立 され 、1986年 に、 ア トラ ソ タでASPRS主 催 の 最 初 のGISワ ー ク シ ョ ップ が 、

1988年 には研 究 部会(GISDivistion)が 設 立 され た 。AM/FM(AutomatedMapping/Facilities

Management)Internationalは 、5番 目のGIS研 究 学 術 団体 で あ り、GISハ ー ドウ ェ アー や

ソ フ トウ ェア ー の べ ソ ダー を ス ポ ソサ ー と して 発 達 した 国 際 組 織 で あ る。 米 国で は 、GIS利 用

拡 大 に よ るGIS産 業 育 成 の も っ と創 造 的 な 研 究 団 体 と も言 わ れ る。

また 、 米 国 に は 、英 国 や 日本 とは 違 って 、GIS学 会 は な い。 そ れ は 、GIS研 究 者 の 多 くが地

理 学 者 で あ り、大 学 関 係 者 がAAG(AssociationofAmericanGeographersMこ 所 属 して お

り、CGDSPの メ ソバ ー がAAGの メ ソ バ ー で も あ っ た こ と、GIS研 究 分 野 が複 数 の 学 術 団体

に 共 通 す る こ とに起 因 す る。 統 合 され た学 会 組 織 は無 い が 、GISの 研 究 発 表 は 、 こ れ ら複 数 学

会 の 連 合 大 会 と して 開催 され 、1980年 代 後 半 に は 、GIS研 究 ・利 用 の1990年 代 へ の更 な る発 展

へ の 研 究 基 盤 が形 成 され た の で あ った 。1987年 に は 、ACSMとASPRSの 連 合 大 会 に よ るGI

Sの 研 究 発 表 大 会(GIS/LIS)が 、 サ ソ フ ラ ソ シ ス コで 開 催 さ れ 、1988年 に は 、ACSM、

ASPRS、AAG、URISAの4学 会 連 合 に よ るGIS研 究 大 会 が テ キ サ ス州 サ ソ ア ソ トニ オ で 開

催 され た 。 更 に1989年 に は、AM/FMも 加 わ り、5学 術 団体 に よ りフ ロ リダ州 の オ ー ラ ソ ドで

GIS/LISが 開催 され 、 以後 、 毎 年 開催 され て い る。GIS/LISは 、 大 学 、 行 政 、 技 術 者 、GIS

ベ ソ ダー な ど広範 囲 のGIS研 究 者 、 利 用 者 が 参 加 す る た め 、GIS利 用 の 動 向 を 見 るた め に は 、

これ らの大 会 報 告 書 が参 考 に な る。

1992年 に 出版 さ れ た州 政 府 のGIS利 用 状 況 調 査(Warnecke他 、1992)に よ る と多 くの州 政

府 は 、1980年 代 中 期 か ら後 期 に か け て のGIS利 用 が 本格 化 した と答 え て い る。 こ の よ うな活

発 な 学 会 活 動 の 背 景 に は 、1980年 代 中 期 か ら後 期 に か け て の行 政 機 関 に お け るGIS利 用 の 飛

躍 的 な拡 大 が あ り、 ま た これ らの学 会活 動 がGIS利 用 の拡 大 に 拍 車 を か け た と も い え る。

ま た 、多 くの 州 で は大 学 と の共 同 研 究 がGIS導 入 の 布 石 と して あ り、 州政 府 機 関 との 産 学

共 同 に よ りGIS利 用 環 境 が 創 設 さ れ て き た と い え る。 この よ うに 米 国 のGIS利 用 は 、 主 に行

政 サー ビ スの 分 野 で 拡 大 して い る。1970年 代 に見 られ た連 邦 政 府 機 関 の 国 勢 調 査 等 の大 規 模 プ

ロ ジ ェ ク トへ のGISの 導 入 や 州 政 府 で の 試 験 的 運 用 が、 国 家 的 な空 間 デ ー タ イ ソ フ ラ ス トラ

クチ ャー の 整 備 と と も に1980年 代 に は 、 全 米 に拡 大 し、 数 多 くのGISベ ソ ダ ー が 育 成 さ れ て

きた の で あ る。 更 に、GIS研 究 とGIS教 育 進 展 の 為 に設 立 され たNCG】A(NationalCenter

forgeograpicinformationanalysis)の 活 動 は 、1990年 代 の急 速 に発 展 す るGIS産 業 へ の 人

材 の確 保 と高 度 な研 究 水 準 の達 成 が そ の 目的 で あ る。(Goodchild他 、1990)
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1980年 代 に 入 る と英 国 のGIS研 究 と利 用 は急 速 に進 展 した。 ス コ ッ トラ ソ ドの ポ ス トコー

ドシス テ ムは 、 エ ソデ ィ ソバ ラ大 学 の マ ッピ ソ グシ ス テ ムSASPACに よ り、1981年 の 国勢 調

査 に導 入 され 、1982年 か ら はBBCのDomesdayプ ロ ジ ェ ク トにGISが 利 用 され た 。1980年 代

中期 に は 、位 相 構 造 の 空 間 デ ー タ ベ ー ス を持 つ大 都 市 地 域(グ レー タ ロ ソ ドソ とマ ー ジー サ イ

ド)の 地 名 辞 典 パ イ ロ ッ ト事 業 が 行 わ れ 、 地 方 行 政 に お け る計 画 策 定 分 野 で の 自動 化 に影 響 を

与 え た 。 比 較 的低 迷 で あ った 英 国 のGIS研 究 と普 及 に多 大 の 影 響 を 与 え た の は 、1985年 に環

境 庁 に設 置 され た地 理 情 報 処 理 調 査 委 員 会(CommitteeofEnquiryintotheHandlingof

GeographicInformation)で あ っ た。 約400の 機 関 に ア ソケ ー ト、26機 関 に 聞 き取 り調 査 を実

施 して 、1987年 、Choreyレ ポ ー トと して 有 名 な 報 告 書(ReportoftheCommitteeof

EnquityInformation)を 政1'Jご 提 出 した。(DepartmentofEnvironment,1987)こ の 報

告 書 の 中 で 、GISテ ク ノ ロ ジー の 潜 在 的 重 要 性 、 及 び 、GIS教 育 、 トレー ニ ソ グの 必要 性 が 強

調 され た。 この 報 告 書 で は 、Y1...のよ うな 活 動 の 中 心 に な る国 立 のGISセ ソ タ ー の設 立 が提 案

され 、 こ の提 案 を一 部 修 正 してGIS研 究 、教 育 の核 と な る 地 域 研 究 所(RegionalResearch

Laboratory)が 設 立 さ れ た の で あ る。1987年 か ら1991年 ま で は 、ESRC(Economicand

SocialResearchCouncil)の 基 金 に よ り8つ のRRLが 試 験 運 用 され た 。RRLの 設 立 の主 旨

は 、 地 域 レベ ル で の地 理 デ ー タの 管 理 、GIS関 連 ソフ トウェ ア の 開 発 、 空 間 分 析 、 研 究 トレー

ニ ソ グ等 を 目的 と してGISの 地 方 中 核 セ ソ タ ー と して 機 能 す る こ と に あ っ た。 これ ら8つ の

RRLの1980年 代 後 半 の 活 躍 は 目覚 し く、 英 国 に お け るGIS研 究 の水 準 が 米 国 に追 い つ い た ほ

どで あ る。(碓 井 、1993)

英 国 に お け るGISの 利 用 は 、 米 国 と は異 な り、 資 源 管 理 分 野 よ り も社 会 経 済 的 分 野 で の

GIS利 用 が顕 著 で あ る。 特 に 、 地 域 医 療 体 制 の 確 立 して い る英 国 で は 公 共 福 祉 サ ー ビス と し

て の デ イ ケ アー セ ソ ター の立 地 問 題 、公 立 病 院 や ス ポー ッ施 設 の立 地 問 題 、 土 地 行 政 に関 す る

住 宅 建 設 問題 等 で のGIS利 用 の実 績 が 高 い。

4、1990年 代のGIS研 究 と利用 の拡大

米 国

米国の1990年 代は、1990年 国勢調査 から導入 されたTIGERフ ァイルに始 まる。(高 阪、

1994)主 に行政機関を中心としたGISの 利用拡大には、1990年 セソサスへ向けてのTIGERプ

ロジェク トの貢献するところが大きい。これは、国家レベルでの空間情報イソフラストラクチャー

整備の一大事業であった。(柴 崎、1992)こ の国家的空間データベース構築プロジェク トは、

USGSのNDCDBに おいても継続 された。つまり、空間データ変換の標準化が完成 し、実用

化段階に入ったのが1992年 である。(碓 井、1994)GISの 社会的イソフラス トラクチュアが整

備され、GIS利 用は、行政や特殊分野からより一般的な分野へと拡大 した。

GISの 利用 分野 は、1992年 のGIS利 用状 況調査(StateGeographicInformation

ActivitiesCompendium)に よると経済開発、自然 ・社会資源管理、環境保護、交通問題、

厚生 ・教育 ・福祉 ・雇用 ・緊急災害 ・治安、公有地管理、税業務、再配分 ・再区画問題など広

範囲にわたっている。これ らGIS利 用分野毎のGIS利 用重要度の5段 階評価総合点示 した図

1を みると、資源管理、環境保護についてのGIS利 用が最 も多 く、交通問題、経済計画、再

配分問題の順であり、社会人間サービス分野での利用が最 も少ない。これは、GIS利 用が、i環

境 ・資源管理から導入されたことを示 している。特にこの報告書では、1980年 代後半に社会サー
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図1米 国州政府でのGISの 利用
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資 料CenterforEnvironment(1992):"StateGeographicInformationActivities

Compendium",TheCouncilofStateGovernments,の 付 表 に よ り作 成 。5段

階 評 価 を 日本 の 現 状 に 合 わせ 、5を 優 と して 逆 算 した 。(米 国:1=優)

ビス分野での利用が急増 していると報告 しているようにGISの 利用は、行政サービス全般に

浸透 してい ることが伺える。また、50州 の内、45の 州政府にGIS利 用に関す る専門グループ

や機関が、1980年 代後半から1990年 代初期にかけて設置されてお り、GIS利 用が州行政に深 く

関与 してい る現状が把握できる。(Warnecke,1992)

GISの 行政分野での利用 と同様に1990年 代には、地球環境研究へのGIS利 用が本格化 し、

大規模 なデータ処理に対応 したGISの 研究、及び自然社会現象を時空間 レベルでとらえるた

めの、3次 元GIS研 究及び、オブジェクト指向GISの 研究が、本格化、実用化 してくるので

ある。
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1991年 の 国勢 調 査 に よ り全 国 レベ ル で 導 入 さ れ た ポス トコー ドシス テ ム は、 米 国 のTIGER

と は異 な り、 ポ リゴ ソベ ー ス の シス テ ム で あ る。(Raper他 、1992)1993年 にOSは 、 ロ ソ ド

ソ大 学 に よ りRhind,D.をOSの 院 長 と して迎 え 、 ヨー ロ ッパ のGIS研 究 を リー ドす るGIS

デ ー タ の供 給 機 関 と して そ の地 位 を固 め て い く。OSは 、1250や2500分 の1と い う大 縮 尺 で の

地 図の デ ィ ジ タル 化 の ビ ッ グプ ロ ジ ェ ク ト(ス ー パ ー プ ラ ソ)と 遂 行 し、一 方 で 空 間 デ ー タ標

準 化 の バ ー ジ ョ ソア ップ(NTF)を 行 い 、GISの 社 会 的 イ ソ フ ラ ス トラ ク チ ュ アの 整 備 を 急

速 に す す め た 。(Rhind,1992)1989年 に設 立 され たAGI(AssociationforGeographic

Information)は 、行 政 や 民 間 のGISユ ー ザ ー の 研 究 、GISの 普 及 学 会 で あ るが 、 中央 政 府 と

の 連 絡 を 密 に し、GIS関 連 の 法 律 化 をは じめ 、 マ ル チ メデ ィア 型 社 会 に対 応 す るべ くそ の 活 動

範 囲 を拡 大 させ て い る。

GIS研 究 に お い て もか な りの 成 果 が み られ た。 オ ブ ジ ォ ク ト指 向GISがSMALLWORLD

と して 販 売 され 、 オ ブ ジ ェ ク ト指 向GISが 、 研 究 段 階 よ り実 用 段 階 に 入 っ た の で あ る。 ま た 、

GIS教 育 を進 展 させ るGISの 教 育 キ ッ トが 、 ロ ソ ドソ大 学 で マ ック ベ ー ス で 開 発 され 、RRL

を 中心 と したGIS研 究 と普 及 が進 展 して きた の で あ る。

5、 ま と め

GISの 利用 と研究は、1960年 代 より急速に進展 したが、1970年 代までの基礎的研究 とGIS

の試行的利用期、1980年 代の実用化時代、1990年 代のGISの 第2研 究開発 ・実用期の3つ の

時代に区別される。1980年 代 までは、主にアメリカを中心にその研究、実用化が推進 されてき

たが、1990年 代に入 ると英国の研究水準の向上、実用化の進展は目覚 しく、英米両国のイニシ

アティブが 目だって きたといえる。これは、Choreyレ ポー ト以降による英国政府のRRL(地

域調査研究所)に よるGIS研 究育成によるといえよう。1980年 中期以降のRRLの 果た した役

割は大きいのである。

GISの 歴史をみるとGIS研 究や実用化の進展 には、国家的 ビッグプロジェク トが大 きく影

響 しているのである。米国におけるUSGSやUSBCが 、ディジタルマ ップの作成や国勢調査

とい う国家的事業の中でGIS研 究を育成 してきたといえよう。やがて、この潮流は、NCG】A

という国立のGIS研 究所に結実 してい く。英国において も1970年 代のOSのGIS研 究への取

り組みの遅れが、英国におけるこの時期のGIS研 究を低迷させたが、1980年 代のRRLの 設立、

1990年 代のOSに みられるGIS研 究者RhindのOSへ の就任 とGIS研 究への基礎的データ整

備事業(ス ーパープラソ)は 、1980年 中期以降の英国のGIS研 究の水準 を向上 させているの

である。

マルチメディア社会に対応 した行政サービスのためには、GISを 基盤とした地方 自治体の情

報 システム化が必要不可欠である。英米において最近15年 間に進展 したGISの 普及が21世 紀

のマルチメディア型社会への準備段階といえよう。 日本におけるこの点の遅れは明白であり、

政府の抜本的な育成事業がないかぎり、英米への格差を是正することは不可能であろ う。
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Summary

TheresearchandapplicationsforGIShavecoveredthehugeareaofenvironmentaland

globalissuessinceSAGEprojectbegantheresearchforcomputermappinginthe1950s.GIS

becomestobeverypopular,however,thepopulalityonlyappearedin1980s.Inthispaper,I

overviewthehistoryofresearchandapplicationsforGISduringthelast35yearsinUKand

USA.

The1960swastheeraofGISpioneerinUKandUSA.Themostimportantresearchfor

the"contributiontoGISdevelopmentwasDIMEprojectorganizedbyUSBureauofthe.Census

intheearly1960s.DIME(DualIndependentMapEncoding)filehadthetopologicalspatial

databasestructurewhichclearlydistinguishedfromCADbaseddatastructure,andwas

producedfor1970PopulationCensus.DIMEmadeaddressmatchingeasyandgavethe

opportunityofintroducingGISintofederalandlocalgoverments.Theacademicactivitiesof

GISresearchhadprosperedandsomeacademicassociationsandcommitteessuchasURISA

andCommissiononGeographicalDataSensingandProcessing,wereestablishedinUSA.On

theotherhandtheprogressofGISresearchinginUKwasnotproceeded,nevertheress,the

developmentofLINMAPandtheresearchofEdinburghUniversity.

Inthe1970s,thetrialuseofGISinfederalandStategovernmentsinUSAincreasedand

expansionedforutilitymanagement,regionalplanning,andenvironmentalmanagementand

development.ThesesystemwerenotcalledasGIS,butanothernamessuchasurban

informationsystemandenvironmentalinformationsystemweredominant.ThenameofGIS

wasnotpopularintheterm.From1972,thenationalbigprojectfordigitalmappingand

automaticthememappingwerestartedbyUSGSandweresupportedbytheHarvard

laboratoryforcomputergraphicsandspatialanalysiswhichdevelopedODYSSEY.In1977,

thesignificantsymposiumfortopologicaldatastructureinGISwasorganizedbyHarvard

Labolatryandpublishedtheresultsofit.Thissymposiumgaveworldwidehugeeffectforthe

proceedingofGISresearch.Inthe1980'sGISbecameknownasthetoolofregionalanalysis

andmanagement.ManylocalgovernmentspurchasedcommercialGISsoftwaresuchas

ARC/INFOandproducedmanystate'sGISapplications;nationalresources,environmental
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andtransportation,landmanagement,economicdevelopment,andsocialproblems.Among

GISactivities,GIScoordinationsuchassharingdatabaseandhardware,datatransportation

andcommonuselaboratory,haverequired.Thestate'scenterofGISwereestablihedfor

gathering.informationofGISandothertecnologies.Inthelateof1980s,.NCGIA;National

CenterforGeographicInformationAnalysis;wasestablishedtocoordinate.As.thesameas

USA,nationalcenterscalledRRL(ReationalResearchLabolatry)forGIS.researchand

education,wereestablishedintheendof1980sinUK.

Inthe1990s,GISapplicationandtechnologyhavebeenincorpolatedintoadecisionsupport

systemsandenvironmentalmanagementsystems,andsosomeGISinfrastructuressuchas

spatialdatastandard,GISnetworkandnationalgeocodingsystem,haveimproved.The

majorresearchingthemeare3DGIS,ObjectorientedGISandIntegratedlargescaleGIS.


